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Veda 祭 式 の bahode 半 
Samyutta-Nikaya I 1,2.3 


後藤 敏文 


1. 祭 官 階級 の 「 聖 な る 」 次 元 を 領域 と する Veda 文献 と 仏典 と で は 時 代 ・ 性 格 
が 隔 る が , Mahabharata と 仏典 と に ある 様 な 平行 句 ・ 類 似 句 り が 見 い 出 され て も 
不思議 で は な い 。 し か し , 具体 例 ] の 指摘 は 殆ど びな いよ うに 思わ れる 。 榎本 文雄 が 
' 指摘 し た 人 Atharvaveda V 19, 8d と Suttanipata 770d の 完 完全 な 一 到 (7227// 
27777727/ 096 み が 「 壊れ た 舟 に 水 が [流れ 込む ] よう に ] は それ 数 , 定型 表現 と 
は いえ 重要 で ある (W 仏 教史 学研 究 』 220.88) 。 今回 検討 する 例 も 謎 々 ・ ・ 格 言 に 過ぎ 
人 IN て の 生 S カ 性 の 由 で 妃 し て お く 意 義 は あろ う 。 

_ 謎 賭け 問答 は , 吾 来 「 言 葉 に よる 戦い 」 の 中 で 重要 な 役割 を 果 し , 或いは 位 
2 形式 化 さ れ た 風俗 と な っ て 様々 な 時 代 ・ 民 族 ・ 地 方 に 記録 され て いる 。? 
Veda 語 yg「 謎 を 掛け る , 謎 に よっ て 挑む 」? に も 吉 い 由来 が 槍 定 され る 。? . 謎 5 
に よる 問答 形式 の 論争 は 古代 イン ド ! 届 想 の 展開 に 大 き な 役 割 を 果 し た が , 元 来 束 

合 性 の ある 答 を 確信 を も っ て 言う こ まめ られ る "人 で あっ な と と 
yg が 69yg- の と 呼ば れる 問答 の 場面 か ら も 裏付け られ る 。 旧 の 要職 を 争う グル 
Iran 
が Saklya を 負かす 話 (SatapBr X 6,3, JaimBr 』 76f),。 これ を 基 に 有力 祭 官 
学 着 の 挑戦 を 順次 退け る 構成 に し た BrhArUp は 有名 で ある 。 後に も 例え ば 
MDBhar 133f. (Astavakra 対 Bandin), Uddalaka-]ataka (487), Setaketu-]8- 
taka (377)? に 類似 の 「 話 」 が 見 られ る 。 問答 全般 を 通じ て , 概念 を 数 に くく っ 
て 挙 げ る 形式 が 多い こと も , 後 の 思 想 の 展開 に 無視 し 得 な い 意 義 を も つ 。 

8. 6 
ASvamedha に お ける 代表 的 な 例 を 紹介 する : 

- 訪 「 誰 が いっ た い 一 人 きり で 動く か 。 誰が, また , いっ た い 再 び 生 まれ る か 。 何 が いっ 

た い 寒 さ の 楽 か 。 何 が また [ 毅 物 を ] 殖 き 入れ る 大 き な 器 か 」 と Hotr が Adbvaryu に 

問う 。A/「 森 陽 が 一 人 で 動く 。 月 が 再び 生ま れる 。 火 が 寒さ の 薬 で ある 。 地 が 大 き な 功 
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き 入 れる 器 で ある 」 と 答え る 。 一 BB「 何 が いっ た い 太 陽 に 等 し い 輝 きか 。 何 が 海 に 等 し 
い 池 か 。 何 が 大 地 よ . り か さき 高い か 。- 分 量 の 見 出さ れ な い (際限 の な い ) の は 何 か 」 と 
Adhvaryu は Hotr に 問う 。 [真理 (se の 22 が: 4.2.3: が が 2697-) が 太陽 に 等 し い 輝き 
で ある 。 天 が 海 に 等 し い 池 で ある 。 Indra が 大 地 よ りか さ 高 い 。 他方 , 牛 の 分 量 は 見 出さ 
れ な い 」 と 答え ーC「 君 に 問う 2, 神 の 連れ よ , 知る た め に , も し 君 が こ の こと と に 
ヽ る な ら ば 。 何 の 三 歩 の 中 に Visnu は 立っ た の か (VajSamh: 請 じ 入れ 
られ た の か )) 。 伯 何 の 中 に 全 世 界 は 入り 込ん だ の か 」 と Brahman は Udgatr に 問う 。C'「 全 
世界 が 入り 込ん だ , その 三歩 の 中 に 私 が いる の だ 。 一 度 で 私 は 天 と そし て 地 と を 巡り 行 


- く 。 一 つの 肢体 で と の 天 の 背 を 」 と 答え る 。 一 D「 何 の 中 に Furusa は 入り 込ん を だ の か 。 
_ 何 が Purusa の 中 に 到 っ た の か 。 これ を , Brahman 祭 官 よ , 我々 は 君 に 謎 と し て 課す 。 
' 君 は これ に つい ヽ て 我々 に 何と 答え る つも りか 」 と Udgatr は Brahman に 問 2 。 D* 届 人 の 


(の も の の 中 に Luna は 入り 込ん だ 。 それら (5 つ ) が Purusa の 中 に 到 っ た の だ 。 この 
こと と を 君 に 返事 と し て 考え つつ , 私 は ここ に いる 。 幻 力 (7-) に つい て 君 は 私 よ り 


。 代 か た 者 と は な ら な い 」 と 答え る 。 一 ( 祭 官 た ち は ) 東 へ 向かっ て 退場 し つつ 一 人 ずつ 


祭 主 に 問う : 邑 「 私 は 君 に 大 地 の 外 れ (上 ) の 端 を 問う 」,[「 私 は どこ に 地上 の 膳 が * あ る 


か を 問 2 」, 「 私 は 君 に 種馬 の 精子 を 問う 」, [私 は こ と ば の 最上 の 天 害 を 問 2 1 と 。 取 7 「 こ 


こと ある 祭 場 98gg-) が 大 地 の 外 れ (上 ) の 端 で ある ], [「 こ こ と ある 祭 式 が 地上 の 膳 で 


5. 


danavagga)。 3 に , この brahmodya の 内 容 に 類似 し た 一 対 の 詩 が ある : 


ある 」, [と こ に ある s6g- が 種馬 の 精子 で ある 」, [ここ に いる 祭 官 (が 267-) が こと 


KA と 管 え る 。 


_-B-B/ に あたる Vajasaneyi- -Samnhita XXIII 47f. ゅ に 注目 する : 
4. 1.a 友 多 s277 SS の 2047 が 作 の 何 が いっ た い 太陽 に 等 し \ 輝き か 。 


D 計 放 972297 の 5 が 92 S67 の み / 何 が 海 に 等 し い 池 か 。 

C 計 逆 s07 7Z77276 お D 77s77 ん ーー 価 が 大 地 よ り か さ 高 いか 。 や 

d ん sy 7 の 6 9 の ygfe//47 分 量 の 見 出さ れ な い (際限 の な い ) の は 何 か 。 
4.92 83 62 s2Zy5622622 7707 。 Dr7 が (cf. 3.B) 太陽 に 等 し い 雷 き で ある 。 
b dy sg74267 の 5 の 22274 5 の 7 の 7/ 天 が 海 に 等 し い 池 で ある 

c 2297 が 27 の 7 267S2792 Hmdra が か 大地 より か さき 高い 。 


d gs 友 0 か の 26 09yg7e //48 他方 , 牛 の 分 量 は 見 出さ れ な い 。 


Samyutta-N 肖 aya 1T D.6: ! (Sagathavagga), 1 (Devatasamyutta), 2 (Nan< 


ez の 72227 7772 0 の egog72 2g2 の 2070 SG24726 27267 gg72 20256. ( 記 隅 に 立 
っ て , か の 神格 が 世 尊 の 側 で 次 の 偶 を 述べ た の だ :) 
5.1.2 7677 の 47725272076 の 6 の 222 [息子 [へ の それ ] に 等しい 愛 情 は な い 。 
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D 2677 gOSsG7277274 の 92297 が 邊 と 等 量 の 財 は な い 。 

C 277 seZ'72sg7 が の 2 の 太陽 に 等 し い 輝 ぎ は な い 。 

d Ss9222272 の 7 の Sg7 の 77. 池 た ち は 海 を 最上 と する 」 と 。  ( 世 尊 *) 
9.2.8 77 2772572722 670677 | 自己 自身 [へ の それ ] に 等 し い 1 は な い 。 
D 97 が 7 972772s272 の 7 が 7222 が 穀物 に 等 し い 財 は な い 。 

C 277 カ 2772sg742 02 - 知恵 に 等 し い 輝 き は な い 。 

d の 7 が 7 2e カ 2Z72 の . Ss27 の 77 降雨 が 最上 の 池 た ちな の だ (- 注 17) 」。 


6. の e6 娘 (が yez62-)「 い と し さ , 愛情 」 を 主題 と し て , a で 息子 べ へ の 愛 と 自己 自 
身 へ の 愛 と を 対比 させ て いる 。 以 下 3 行 が Veda の 問答 に 関連 する 。 仏典 で は 格 
_ 言 調 の 断定 に な っ て いる 。⑫ 4.1.8 | 何 が いっ た い 玉 陽 に 等 し い 交 き か 」 は 5.1.c 
1 太陽 に 等 し い 輝 き は な い 」 へ 罰 き 換え られ , 4.1.b |「 何 が 海 に 等 し い 池 か 」 は 
5.1.d | 池 た ち は 海 を 最上 と する 」 に 対応 する 。 4.1.d 「 分 量 の 見 出さ れ な い の は 
伺か 」 は , 答 4.2.d「 邊 の 分 量 は 見 出さ きれ な い 」 と 合わ せ て 5g.1.b 「 生 と 等 量 の 
時 は な い ] と され て いる 。 と の こと か ら ゃ も 逆 に , 4.1./2.d に よっ て 計り 知れ な い 
(価値 また は 量 の ) 財産 が 意図 され て いた と と が 裏付け られ る 。 5.2.d 「 降雨 は 最上 
- の 池 た ち で ある  ( 〇 注 17)」 は 4.2.b の 答 「 天 が 海 に 等 し い 池 で ある 」( 雨 関す る 
Veda 期 の 「 科 学 」 を 背景 と し た 問答 ゆ や ) と 連関 し て いる 。 

用 語 の 上 か ら は 7g 「 計 る 」 の VAdj. 2- に よる 珍し い 語 形 -s2-ZZ2- [同じ 
^ 計 られ た , 同一 の 量 の 」 (⑤.1.b) が 注目 され る 。-sgg- (4.1.2.a? 5.1.65 4.1/ 
2.bi 5.1.a) と 2@- (4.1./2.d) と を 圧縮 し た 技巧 的 な 用 語法 の 印象 を 与 を 
る "5.1.d sd222g7g が 6 sg の 77「 池 た ち は 海 を 最上 と する |」 とい ら Bahu- 
vrihi も 素直 な 表現 と は 言い 難い 。⑦ -sg7g- の 繰り 返し の 他 “5.2. 行頭 の zg772 ・ 
967777。 D 22Z2- : C の カ g2 な -。 各 行末 の "2 が 。 "72 「2 2 に 技巧 が * 見 られ 
る 。 

。 これ ら の 諸点 を 考え 合わ せる と , SN 2 和 言 は Veda の bbmodye 作 典 拠 の 
we の 
_5. の 主題 は の 最も いと し い の は 息子 か 自分 自身 か と いう 対比 で あり , 4. に 
RAM 長男 (子孫 ) の 存在 に よっ て 死後 (の 世界 ) の 存続 が 確保 きれ る 時 
統 的 立場 と , 輪廻 (と 解放 ) の 根本 に 自己 自身 (4x-) を 見 る 新しい 折 学 的 立 
場 ゆ と の 対立 が 反映 きれ で いる と 見 る べき で ある 。 こ の よう な 世界 観 の 対立 は 古 
Up. に お いて 既に 問題 と な っ て いた 。 Yajnavalkya は 言 5 : 
「 ま さ し く この こと を 学ん で 知っ て いた 往 古 の 淡 羅 門 た ち は [自分 の ] 子孫 を 欲し が ら た 


ーー 484 一 


251 


252 


( 42 ) .Veda 祭 式 の brahmodya と Samyutta-Nikaya 1 1.2.3 (後藤 ) 
か っ た も の な の だ 。『 子 孫 に よっ て 何 を し よう と いう の か 。 わ れ わ れ に は この atman が 
この 7/9&@- ([ 存 続 す る ] 世界 ) と し て ある と いう の に 』( と 考え て )」。 
Sunahsepa の 物語 こも , これ が 当時 思想 界 の 一 争点 で あっ た こと と を 用 わ せる 
Narada 仙 の 信 が ある (AitBr W 13,6f. - SankhSrSu XV 17) : 


区 祖 た ち は , 息子 に よっ て 順次 分 厚い 痢 を 越え て 行っ た 。[ 候 子 は ] 自分 自身 と し て 目 
分 自身 か ら 生 まれ た の だ か ら 。 [息子 は ] 渡し 越え る s" の 船 で ある 。 垢 が 一 体 何 に な る 。 
毛皮 が 何 に 。 そ し て 明 が 何 に な る 。 苦行 が 何 に 。 息 子 を , brahman た ちょ , 絹 め 。 それ 
が 議論 を 越え た 7o&g- ([ 存 続 す る ] 世界 ) な の だ 」。" 

gz | 学者 た ちよ 」 と いう 呼び か け と , gogd2ogdg-「 議 論 の や り と り の 無 

い (を 越 を た) の と いう 表現 の 背景 に は , 守 旧 派 の Rsi に 対立 する , 上 記 の Ya]- 

navalkya (既に 出家 が が g- の yg に 言及 ) の よう な 台頭 する 新しい 思想 家 た ちの 次 が 推 


_ 定 され る 。 


広い 意味 で の 新旧 の 世界 観 の 対比 は 他 の 行 に も 見 られ る 。 b は 和牛 を 価値 の 中 心 
に 置く 社会 (6.1.b, cf. 4.2.d) か ら 農 耕 中 心 5.2.b) へ の 変化 を 映し , 吉 き 「 天 」 
(4.2.b) に 代わ っ て 直接 言及 され る 「 降 雨 」(⑤.2.d) も 耕作 の 基礎 と し て 理解 され 
ょ ら 。Veda の 問答 で は 「 太 陽 に 筆 し い 光輝 」 (4.1./2.a) は 当然 主題 の @g2- 
で ある が , SN で は 7g222- (gg の.-) に 置き 換え られ て いる (5.2.c)。 これ ゃ 広 
い 意 味 で は , 太陽 と 火 の 崇 捧 を 中 心 儀礼 に も つ 宗 教 と その 世界 理解 か ら , 個人 の 


認識 構造 の 解明 を 中 心 と し た 暫 学 の 深化 の 中 に 位置 づけ られ よう 。 


8. 4. に 直接 先行 する VajSamh XXIII 45f. (3.A-A〉 これ に は 愚 YV に も Parall. 
あり ) は , 殆ど その まま MBhar の Yaksa と Yudhisthira の 開 答 中 に 見 出さ れる 
(297,46f.)。2 他方 , MBhar ib. 36f. は , これ また SN I p.42: T 18.4 に 
平行 名 が あり ,?9 仏教 の 価値 観 を 対置 す る 一 旬 が 更に 付加 され て いる 。 Buddha 
も 学区 の 一 人 と し て , 当時 の 有力 な 学者 ・ 学 派 を 万 い で 成功 を 収め た 訳 で ある 
が , 彼 と 弟子 た ちの 営 為 の 過程 に も こと ば に よる 決闘 , 謎 掛け 問答 が あっ た で あ 
ろう ら 。 こ の 種 の 文学 の 果たし た 役割 を 精密 に 検討 する こと は 仏典 の 成立 ・ 発 展 を 
考え る 上 で も 重要 で ある 。?% また , 仏典 に 収録 され た 題材 の 背景 に は 選 符 門 達 の 
蓄え て きた 素材 も あっ た 管 で ある 。 そ れ ら の た と え ぇ 遠い 反映 で も 見 出さ れ な い 
か , Jaina 文献 を も 含め て 更に 広い 視野 か ら 洗い 直し て 行く 必要 が ある 。 

1) FRANkg KI.Schr. 344-399, RAu Fs.Nobel 159-175: 更に LCpgss Phil.Ind. 80ff., 


1ff.。47ff.。KILSchr. 36ff.: Veda と 仏教 に つき WrNpiscg Mara 194f. を も 参照 。 
2) PAULY-WrissOowA, Realencycl.。 2.R. 御 A2(1929) s.v. Sphinx,。 1716ff. (LEskY ヶ 
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に 広範 な 文献 列挙 が ある 。 歌 合戦 (cF. SN i p.222-224) に も 似 た 背景 が 想定 きれ 
る 。 山 本 幸司 『 こ と ば の 文化 史 [中 世 2]』( 網 野 他 編 1989) 33-118 参 照 。 

3) 定 動詞 は 白 YV に の み : 4 カ e-92722s7 VajSamh( SrSa.: 3.D 下 線 部 ) : 4 ゆ g-vg/- 
776, の g- の 6277e7 SatapBr, 詳し く は GoTO IT.Pr&sensklasse 293f.。 更に Abs. 7o- 
992yg AitBr: VAdj. ヵ y2-2277772- GopBr, Yaska: Nom. zpg-92 太 の - SatapBr, - の 7 の - 
yg7A- RV 所 属 の SrSG. (SV の SrSa.: "92yg-): が ygog7 が 2- AitBr ン GopBr, KausBr, 
SankhSrSa, VaitSu, BrhDev。 文学 用 語 で も ある ye7e7Z- 「[ 謎 々 」 (K1.) は wo- 
2672262- か ら は 導き 得 な い (AiGG 別 見 解 )。7e/Z-「 軽 率 。 と ざけ 」, 7e/292-7 [から か 
2, あざ ける 」( ぐ 9 の 2-「 怒 ら せ る 」) に 依る 置換 形 で あろ う 。 

4) GOTO 294999%。 ギリシャ 語 @7 の 2770727 ( 三 例 の み ) は この 語源 解釈 (< *677, が /- ケ 
2@-) に より 「 謎 に よっ て 相手 を 混乱 させ せる, 天 く 」 と 理解 され る 。Hesiodos の Thebai 
を 凶 る 神話 群 (Oidipu8 な ど ) の 関連 部 分 ( 神 統 記 330) で , Sphinx (Phix) と 父母 の 
同じ Nemea の ライ オン が と れ に よっ て 人 人 々 を 支配 し た と 言わ れる の は 示唆 的 。 My- 
khenai 文書 以来 見 られ る 固有 名 詞 は , 戦 さ や 紛争 の 際 に 相手 に 謎 掛け を する , 知 的 な 
戦士 の いた こと を 推定 させ る 。 相 手 を 「 馬 倒す る 」 職業 名 由来 (HoFrMANN bei MAYR- 
HOFER 8S.V.) の ai. aD. ん ZZ- (| クル 族 ]|」 [キュ ロス )- 参照 。 “ 

5) STERNBACH, Indian Riddles, 1975 (以下 の 謎 々 の [従っ て 5. は 除く ] 箇所 も 個々 
に は 紹介 され て い * る ) ) 上 村 勝 彦 『 世 界 な ぞ な ぞ 大 事典 』 ( 田 他 編 1984) 1090- np 

柄 行 光 『 フ ィ ロ ゾ フ ィ ア 』72 (1984) 126-106 参 照 。 ' 

6) 既存 の 答 を 知っ て いる こと で は なく, 人 性 の ある 答 の 案 田 が まめ ら 和 れ だ らし いと 
と は KRVW 58.3 の 謎 に 対し て 複数 の 解釈 が 記録 ・ 提 案 さ きれ て いる こと か ら も 推測 され 
る : KathSamk 25f. (= CALAND Versl. 1920 485f.) へ GopBr { 2, 16 一 Yaska XIII 7 
( 祭 式 学 的 解釈 ), Sabara ad I 2,46 ( 別 の 祭 式 学 学 的 解釈 ), Kumarila Tantravarttika 
ad loc. (太陽 [の 運行 ] に よる 祭 式 学 的 解釈 ): Patamjali 1 p.3,15ff. (文法 学 的 解 
釈 )) Kutuhalavrtti ad 1 2,43,。 Jayanta Nyayamaijari ( 未 見 ): 更に Uvata, Mahi. 
dhara ad VajSamh XVII 91, Sayana, GELDNER ad RV, Ksick 182469 参照 。 

7) ge722069y2- ( ぐ が 2222- 十 9yg-) 「 が の 6227- を 議論 する こと 」 (Br. 寺 ) :: の 2 が 0- 
22 の 72- [0 が 7" を 議論 する 者 ](YS 散文 十 ) = 6272-c@ の yg- 「 が の 7 に 携わる と こと] (AV) 
: 0Z9277 の -C の 772- 「 の 7 に 携わる 者 」 (RVL AV+)。 brahmodya に つい て は Wrirzgr 
StII 13/14 (1987) 363-415 (Br., Up., 仏典 の 「 頭 が [7 つた だ] 弾け 飛ぶ な] [gz- カ g, 
が 2 の 7 な ど ] に つい て も ), RuggN ZDMG Q929) 83 247f., RENoU JAs 1949 7-46, 
BopgwiTZ 1」 16 (1974) 86ff. 参照 。 3 3 3 は 1 

8) 両 Jtaka に つい て は LOpgRs Phil.fnd. 346-361 参照 。 
9) AsvSrSan X 9,2 (一 SankhSrSn XVI 4,7-XVI 6 ef: SatapBrX 5, 2, 12ff., 
KatySrSu XX 7, 10f.: DrahySrSd XXVII 3,.T 角 5 LatySrSu 区 10, 8ff. )。 当該 mantra 
を 一 連 に 挙げ る の は VajSamh と 上 掲 筒 所 の み : 信 -A” = VajSamh XXIII 45f.: B-B/ 
ー 471.) C-Cー 49f.: D-D′ 王 51f.: E-E/ = 61f。 ニー RV 1 164, 34f.。 RV 所 収 の E-E/ 
を 同 派 所 属 の SrSd. は 第 1 Pada だ け で 示す が (ASv. は E と EE の , Sankh. は E の ), 
それ 以外 は 全て sakalapatba で ある 。 E′ は 謎 を 集め た “brahmodyani” 全 52 詩 節 中 唯 

一 の 答 で あり , 当該 場面 で の 使用 を 予定 し て 収録 され た と 推定 され る 。 
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( 44 ) Veda 祭 式 の brahmodya と Samyutta-NikayaT1.23 (後藤) 


10) - AsvSrSa ib., SankhSrSu XVI 5, 1f., cf. SatapBr XIHL 5,2, 13。 

11) y 刀 py は Veda 散文 (所 調 Brahmana) に 特有 な Gen./Abl. と し て の -( め gi (cf 
WirzgL Dial.d.lLlitt.I.-A. [Ed. CArLLAT 1989] 132-139) で ある が , こと の mantra に は 
Brahmavadin 達 の 語法 (の 影響 ) が 見 られ る と 考え る べき で あろ う : cf. が 7foy2 3.E。 


_12) . 両 SrSu.。 は 竹 (7zgzg の を 先取 り し て Ag ve7s292 と 男性 形 。 


13)  BGHrLrNek, Indische Spruche2 2 (1872) Nr. 3670-3690 に は 57 で 始ま る 金言 
が 並ぶ が , その 中 に も SN の 余韻 を 止め る も の が ある : 3676 (Virddha-Canakya か ら ) 

257 746gS072772 7072726。 66377 C の 7242S の 4472 097272/ 2472 C の SS624272 7670。 57 
ZZ%ygsg が 222 の 727676// 「 雨雲 に 匹敵 する 水 は 無い 。 そし て 自己 に 匹敵 する 力 (軍勢 ?) 
は 無い 。 視 線 に 匹敵 する 威光 は 無い 。 穀物 に 匹敵 する 好ま し いも の は 無い 」。 

14) Cf. KrLAus, Die ai. Kosmologie (1986) 98f: 


-15) [ 彼 (Purusa) は 地 を あら ゆる 場所 で い , CR (RV X 


90,1) を 想起 きせ る 「Indra が 大 地 よ りか さき 高い 」 (4.2.c) は 5. に は 出 な い 。 7877675- 
[より か さき 高い 」 は 既に 古語 で あっ た ろう 5 : 古典 期 に は vgZs@-「 雨 , 年 」 か ら 再 解釈 し 
て 「 よ り 年 を 経た ] と いう 意味 で 用 いら れる (cf. MAYRHOFER S.Y.)。 

16) この 意味 の -sgzz22g- は MBhar 1 56,15, Susruta WV (Uttaratantra) 17,84 に あ 
る が , と も に Sloka 奇数 行 の 6-8 音 飾 に あたり , s@%z-74272- 「 等 量 ・ 数 ・ 質 … の 」(Veda 


- 以来 普通 ) の 韻律 上 の 代用 か と 思わ れる 。Pali で は 他 に 見 出せ な か っ た 。 
17) 5.1.d で は sgZ@ は sgZ の - 「 池 ・ 潮 」 6 n. ぐ ai. s476s- n.) の P1. と 考え られ る , cf. 


GErGER SN ad loc.。 5.2.d ヵ gz2 が 2 sg7@ は これ を 受け て 分 けた も の か 。 別 の 語 sg7@- 
三 ai sg7@-「 川 」 に より 「 降 雨 が 最高 の 川 で ある 」 と も 考え られ る 。 


18) Veda の 問答 が 詩 と し て 流布 し , 間接 的 に 仏典 に 入っ た 可能 性 は ある 。 祭 式 用 問答 
ー が 始め か ら 既 成 の 金言 を 下敷 に し た 形式 的 応答 で あっ た 可能 性 も 否定 は で き な い 。 
19) SN I p.75: I 318.(Mallik お の: 更に T p.210,12ff,: IT 10,7,3 参照 。 


20) ge727 2 5226 0 77 の ZZ の e 7 の 7427 の / 2227C の 72 の 979 み 米 5 の 777272 7 の 2727797276. 
22 の 7 の 767 の KgZ7S7 の 700 765 の 4 270 7222 2227972 7 を 7 27 (BrhArUp-M WW 4,26 = 
SatapBr XIV 7,2,26 ン BrhArUp-KanvaW 4。22)。 ' 

21) 548227 の 2776742 の 77270,「。7 ツ 29222 27747272 727224/ 774 7 77222 の 72726766/。「S277 の 7267 ツ 
4727277727/ / 72 4 7767272 27 67224772。 7772 2 S22S72727 274 72 の 2/ の 477676 0727727 
2CCZZ の 2276。 S の 097 70AO 22277// 9 ?7 の の 77 を AitBr WI 21,10 s22727672- 72476- 
に より 訂正 )。 ] ' 

22) ohne Reden-mit-Reden , Typ 1 IN Aufs. 1 118f. (mit Lit.)。 

23) WINTERNITZ Gesch.d.ind.Litt。 1 (1906) 296*, HoRscg Gatha (1966) 250。 

24)、R.0. FRANkg KI.Schr. 353。 cf. HoRscH 2515。 人 

25) Cf. Sn I 4 (Kasi-Bharadyaja), 1 10 (Alavaka)。 H』 5 (Sdciloma)。 V (Pa- 
ra&yana)j KhuddakapathaV (Kumarapanha): DN 34 (Dasuttarasutta)j Mahaum- 
magga-Jataka (546)。SN 1 (Sagatha) に は 謎 掛け 問答 形式 が の その 他 
STERNBACH ( 注 5) に 詳し い 。 注 2 を も 参照 。 

〈 く ギ キー ワー ド > 謎 掛け 間 答 , Veda と 公 数 brahmodya, Vajasaneyi-Samhita, Samyutta- 


N 技 aya。 ( ( 二 9 9 人 。 (大 阪 大 学 助教 授 , Dr.phil.) 
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